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「『逸話篇』に学ぶ（３）」開講に寄せて

おやさと研究所では 4月から公開教学講
座「信仰に生きる『逸話篇』に学ぶ（３）」
を開講しました。『稿本天理教教祖伝逸話
篇』は、身近に存命の教祖の面影を求めて
信仰実践の基本となるように意を尽くされ
ていますから、講座では教祖の「逸話」を
手がかりとして、信仰世界の一端を明らか
にしたいと考えています。
私は第 1回目で 45 話「心の皺を」を取

り上げました。それは「皺だらけになった
紙を、そのまま置けば、落とし紙か鼻紙に
するより仕様ないで。これを丁寧に皺を伸
ばして置いたなら、何んなりとも使われる。
落とし紙や鼻紙になったら、もう一度引き
上げることは出来ぬやろ。人のたすけもこ
の理やで。心の皺を、話の理で伸ばしてや
るのやで。」というものです。
「人のたすけもこの理やで」とあるよう
に、このお話にはおたすけの神髄が具体的
に述べられています。「心の皺を、話の理
で伸ばしてやるのやで」とは、「人間の反
故を、作らんようにしておくれ。」（『逸話
篇』112 話）と対応していますから、これ
がおたすけの目指すものということができ
ます。言うまでもなく「反故」とは書き損
じた不用の紙のことです。
では「話の理」とは何でしょうか。「おさ

しづ」には「兄弟なら兄弟のように、扶け
合い、皆めんへの事に合わせば、皆めん
へそうであったらへ、人間は、かりも
の分からんから。かりもの分かれば、扶け
合いの心浮かむへ。この理諭したら、救
けの道理、この理一つである。」（M33･3･22
補）とありますから「いちれつ兄弟」「か
しもの ･ かりもの」「扶け合い」のお話に
なります。私はこれがお道のおたすけのイ
メージだと考えています。『逸話篇』を読
むことで私たちの信仰がより豊かな、また
具体的なものになることに気づきます。
ところで、私は他大学で看護学・社会福

祉学専攻の学生に天理教の講義をする機会
がありますが、そのなかで学生が特に共鳴
するのが、実はこの逸話「心の皺を」です。
受講学生の感想を紹介すると、

・	「心の皺」を話の理で伸ばしてあげるた
めには、コミュニケーション能力がとて
も必要になると思います。天理教の教え
は医療従事者として支援をしていくため
に必要と感じました。

・	私の志す看護において考えたとき、病気
や怪我で不安な患者さんの心は、天理教
でいう「心の皺」だと理解しました。

・	天理教の考え方は福祉や医療にも適用さ
れるべき考えだと思います。もう駄目に
なりそうな人に寄り添って、丁寧に支援
していく、諦めずに救うということで
しょうか。
こうした感想から、この逸話は将来対人

援助を志す学生の心に響くことが分かりま
す。ではこの「逸話」の世界を現代社会で
どのように理解、具体的に展開するのかを
考えると、例えば教誨師や保護司の活動が
あります。
教誨師は「誰もが自由に出入り出来ない

場所へ赴いて、親身になって被収容者の心
の内なる悩みを聴き、心の皺を話の理で伸
ばすことによって、その人の心に灯りをと
もすことであろうと思います。」（『天理教
教誨の歩み』平成 21年）と言われます。
また保護司は「『心の皺を』の教祖の親

心に応えるべく、社会の片隅で、もがき苦
しんでいる人のそばで話を聞き、心を通わ
せ、対象者が前向きに一歩を踏み出せるよ
う、更正の手助けをしております。」（『福
祉のひろば』平成 29 年 4月号）と言われ
ます。ご存知のように天理教の里親は『逸
話篇』86 話「大きなたすけ」の「人の子
を預かって育ててやる程の大きなたすけは
ない。」を心の支えに取り組んでおられま
す。いずれも『逸話篇』を典拠とすること
で自らの取り組みをおたすけへと昇華して
おられるのです。
このように『逸話篇』は、同「はしがき」

にあるように「全よふぼくの魂に溶けこんで、
たすけ一条の原動力」となるものです。研究
所では「逸話」が秘めるおたすけの力にこれ
からも着目したいと思います。皆様の講座へ
のご来場を心よりお待ちしています。

第８回伝道フォーラム／第 302 回研究
報告会（陳　宗炫）／華厳専宗国際学
術シンポジウムに参加（金子　昭）／『グ
ローカル天理』合本のご案内／おやさ
と研究所　出版物一覧／平成 29 年度公
開教学講座のご案内


